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水危機について考察する
水はどこにでも存在すると思われるかもしれませんが、現実には不足しています。 
地球が差し迫った水危機に直面する中で、投資家はどうすればその解決に貢献できるのでしょう。
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豆知識

•	 地球上の水のほとんどは人間の消費に適さない
か、氷河の中に閉じ込められており、淡水として利
用できるのはわずか1％です1。

•	 弊世界の水使用量は人口増加を上回るペースで
伸びています2。つまり、今後数十年で水不足がさら
に大きな問題になると予測されます。

ミレトスのタレスは、紀元前625年生まれの哲学者、天文学
者、技術者、数学者です。彼は、水は万物の根源であり、天
から降り土中や植物の内部に存在するなど、あまねく存在して
いるという説を提唱しました。しかし、2,500年以上たった現在、
世界は深刻な水危機に直面しています。

投資家がポートフォリオの潜在的リスクを軽減し、課題解決に
役立つ機会を見いだすためには、水を有限で過小評価されて
いる資源として認識することが必要です。水の供給に限界があ
るという事実は、社会と世界経済に大きな影響を与えます。今

日、21億人が安全な飲料水にアクセスできず、毎年300万人
以上が水に関連する病気で命を落としています3。安全で安
価な水へのアクセスが明らかに不足しており、食料安全保障、
社会福祉、教育、そして貧困から脱却する能力が脅かされて
います。気候に関連した気象事象や自然災害の発生は、安
全な水の利用可能性をさらに低下させる可能性があります。

リスクを特定する

ビジネスへの影響は目に見えて明らかです。企業は、直接的な
オペレーショナルリスクのほか、物理的、規制的、風評的な圧
力にもさらされています。たとえば、金融機関は、水リスクへのエ
クスポージャーが高い産業部門に収益を大きく依存している可
能性があります。エネルギー産業も例として挙げられます。主要
な再生可能エネルギー源である水力発電は水の直接供給に
依存していますが、原子力発電所と火力発電所も冷却のた
めに大量の水を必要とします。

水へのアクセスと利用可能性の低下は、気候変動や自然災
害の可能性とあいまって、世界中の企業、産業、経済圏に上
記のようなリスクをもたらします。水不足の潜在的なコストに対
処するには、投資家がこれらの問題を認識することがますます
重要になっています。
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水ソリューションへの投資

さらに、資源としての水を保護するためのソリューションや技術
への投資機会の追求がますます必要となっています。2023年
は以下のような点に一層の注目が集まると弊社は予想してい
ます。

1.	 水リスクの重要性：制約のない投資ユニバースを求める
投資家にとって、水集約度、物理的リスク、論争など、企
業やセクターに対する水の影響について、環境、社会、
ガバナンス（ESG）上の重要なリスクを特定することが大
切です。

国連持続可能な 
開発目標（SDGs）とは？

貧困を防ぎ、地球を保護し、2030年までにすべての
人々が繁栄を享受できるようにするための行動を呼び
かけるために、2015年に国連によって17の持続可能
な開発目標が採択されました。

2.	 規制上のスクリーニング基準：これには、欧州連合
（EU）の第2次金融商品市場指令（MiFID II）、サス
テナビリティへの悪影響（Principal Adverse Impact: 
PAI）、環境目的に重大な害を与えない（Do No 
Significant Harm）のような、2022年に導入された持
続可能な経済活動のためのスクリーニング基準や、将来
的に導入が見込まれる生物多様性の損失を軽減する
ための要件などが含まれます。

3.	 インパクト重視の投資：長期的な成長には、この課題
に立ち向かう企業を特定することが重要です。ソリューシ
ョンには、国連持続可能な開発目標の6（SDG 6）、す
なわち水集約度を最小限に抑えることに焦点を当てた 
「安全な水とトイレを世界中に」の目標により多くの資金
を振り向けることや、水への依存度が低い生産プロセス
と製品の新規開発、汚染への対処、効率的な水インフ
ラの構築などが含まれます。

1 WWF, 2022, Freshwater

2 United Nations, 2018, Water Scarcity

3 World Health Organization, 2022, Drinking Water
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対価とリスクについて

1. 対価の概要について 

当社の提供する投資顧問契約および投資一任契約に係るサービスに対する報酬は、最終的にお客様との個別協議に基づき決定いたします。これらの報酬につきましては、契約締結前交付書面等でご確認ください。投資一
任契約に係る報酬以外に有価証券等の売買委託手数料、信託事務の諸費用、投資対象資産が外国で保管される場合はその費用、その他の投資一任契約に伴う投資の実行･ポートフォリオの維持のため発生する費用
はお客様の負担となりますが、これらはお客様が資産の保管をご契約されている機関(信託銀行等)を通じてご負担頂くことになり、当社にお支払い頂くものではありません。これらの報酬その他の対価の合計額については、お客
様が資産の保管をご契約されている機関（信託銀行等）が決定するものであるため、また、契約資産額･保有期間･運用状況等により異なりますので、表示することはできません。

2. リスクの概要について 

投資顧問契約に基づき助言する資産又は投資一任契約に基づき投資を行う資産の種類は、お客様と協議の上決定させて頂きますが、対象とする金融商品及び金融派生商品（デリバティブ取引等）は、金利、通貨の価
格、発行体の業績・財務状況等の変動、経済・政治情勢の影響を受けます。 従って、投資顧問契約又は投資一任契約の対象とさせて頂くお客様の資産において、元本欠損を生じるおそれがあります。 ご契約の際は、事前
に必ず契約締結前交付書面等をご覧ください。
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もっと知る: 水という資本、投資家は水危機にどう対処すべきか

https://www.worldwildlife.org/initiatives/freshwater
https://www.unwater.org/sites/default/files/app/uploads/2018/10/WaterFacts_water-scarcity_sep2018.pdf
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/drinking-water
https://jp.allianzgi.com/ja-jp/jp-insights/outlook-and-commentary/liquid-capital-water-crisis

